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「今春も盛大に課題研究発表会を開催しました」
理学部４年生の必修科目は「課題研究」です。全学科で課題研究発表会を開催します。
研究を形にした達成感を胸に、卒業生の皆さんが社会に大きく羽ばたくことを願っています。
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　物質には固体・液体・気体と3つの状態があり、温度な
どを変化させるとそれに応じて姿を変えて存在することは
当たり前のように知られている。固体では互いに分子が規
則正しく並んでいるのに対し、温度を高くすると液体にな
り、熱運動によって分子の規則正しい配列が乱れ分子は自
由に移動出来るようになる。そのため液体は容器の形に合
わせて自由に変形することができると理解できる。さらに
温度を高くすると気体となり、分子同士の結びつきがほと
んどなくなり液体よりもさらに自由に動くようになる。
　このような説明のとき、固体といえば特に断りはなく分
子が規則正しい配列をした結晶のことを指している。しか
し同じ個体でも「液体」と簡単に区別することができない

「固体」状の物質が数多く存在することに私たちはすぐに
気が付く。特に日常生活の中で簡単に見つけることができ、
例えば歯磨き粉はチューブを押し出すと流れるので「液体」
のように見えるが、歯ブラシの上で形を保っているので「固
体」のようにも見える。それではこのような物質で「液体」
と「固体」と状態を区別するにはどのようにすればいいの
だろうか？
　「液体」と「固体」を単純に区別することができない例
は、2005年にイグノーベル賞を受賞した「ピッチドロッ
プ実験」からも知ることができる。「ピッチ」とは非常に
粘り気が強くて固体のように見えるアスファルトや樹脂な
どの物質を総称したものである。オーストラリア・クイー
ンズランド大学の故パーネル教授は1927年、ピッチを漏
斗に注いで重力によりピッチが流れ落ちるようにする実験
を開始した（図1）。その後、1938年に初めてピッチは1
滴の「粘っこいしずく」を落とした。現在も実験は継続中
であり「世界で最も長いラボ実験」と言われている。これ
まで約10年ごとに合計8滴のしずくが落下し、最後に落
下したのが2000年11月なので、そろそろ9滴目が落ち
るのではないかと注目されている。なお、実験の様子はホー
ムページ[http://smp.uq.edu.au/content/pitch-drop-
experiment/]で動画配信されており落下する瞬間を見る
チャンスがあるのだが、大方は見ていても退屈なものであ
る（たまに側を人が通過するのを見ることができる程度）。
いずれにしても、ピッチはまったく動かず固体のように振
る舞うが、10年に1度しずくが落ちるというペースでは
流れる液体なのである。つまり液体なのか固体なのかは観
察する時間スケールによるものであり両者を区別するのは
そう単純ではない。
　液体なのか？固体なのか？そのはざまにある物質群を

「ガラス」と称することができる。通常、ガラスと言えば
まず窓ガラスや容器ガラスを思い浮かべるが、広義には歯
磨き粉も、ピッチも、またペンキや泥、豆腐やゼリー、さ
らにはマグマや地球内部に存在するマントルもガラスとみ
なすことができる。つまり、ガラスとは分子などの構成要
素が規則正しく揃う結晶化を伴わずランダムなまま固体化
してしまう現象と定義することができる。したがってガラ

スが液体なのか固体なのかを
明確に区別することは極めて
難しい。現在、ガラスは窓ガラ
スだけでなく光ファイバーのよ
うな機能性材料として応用される。
また生物においてもiPS細胞を冷凍保
存する際、細胞にダメージを与えてしまう結晶化ではなく
ガラス化が積極的に用いられている。このようにガラスの
利用は幅広くされているが、その一方で液体からランダム
構造を保持した固体であるガラスへ変化する基本的なメカ
ニズムは驚くべきことに未解明のままとなっている。事実、

「ガラスの物理は物性物理学に残された未解決問題の一つ
である」とノーベル賞受賞者のアンダーソンが評している
ように、ガラスに対する物理学および化学を基盤とした基
礎的な理解が求められている。
　どうしてガラスらしさを発揮するのかを簡単に言えば、
規則正しく並びたいのに分子がぎゅうぎゅう詰めにされる
ことによって分子が止まってしまうからである。例えれ
ば、分子は満員電車に押し込められた乗客のようなもので
あり、まさにガラスは「分子の渋滞現象」ともいえる普遍
的な問題とみなすことができる。このような背景のもと、
私はこれまで統計力学に立脚し主にコンピュータシミュ
レーションによるガラスの理論的研究を行なっている。コ
ンピュータシミュレーションとは計算機内で仮想的に物質
の状態を用意しており、いわば仮想実験をすることである。
もちろん計算資源から扱う分子数、計算する時間に制限が
あるのだが、シミュレーションによって液体からガラスに
かけて何が起こっているのか微視的に調べることができる
非常に強力なツールである。例えばこれまで提案されてい
る各種理論仮説を直接検証することができ、また実験結果
を再現する計算をすることによって理解を進めることがで
きる。このような理論・シミュレーション研究を推進する
ことによってガラスの物理の本質的な理解へ貢献したいと
考えている。

液体と固体のはざまの物理学
物理学科　准教授　金　鋼

研究紹介

図 1：クイーンズランド大学におけるピッチドロップ実験の様子。後ろに
見えるのが故パーネル教授から実験を引き継いだ故メインストーン教授。
残念ながらピッチ落下の瞬間を見ることなく 2013 年 8 月この世を去った。
画像転載：日本語版ウィキペディア「ピッチドロップ実験」

［http://ja.wikipedia.org/wiki/ピッチドロップ実験］
ライセンス：CC BY-SA 3.0
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理学部の現在の就職状況は表の通りです。例年出足は遅くても、
最終的に100%の就職率に近づくのが理学部の傾向です。また、進
路の内訳としては、約半数が大学院に進学し、3割弱が企業等へ就
職、教員や公務員になる学生が比較的多いのも理学部の特徴です。

2008年のリーマンショック以降、厳しい就職環境が続いて
おりましたが、近年少しずつ回復傾向にあります。とはいえ、
採用側の基準の厳しさは変わらないことから、気のゆるみは禁
物であり、早期の準備対応が求められます。

理学部では、そういった状況を踏まえて、学生のキャリアパ
ス（自分の将来計画）を早期に意識付けさせることを目的とした

『理学部キャリア・フォーラム』を新たに立ち上げました。個々
の企業紹介というより、官公庁を含めた業界や業種を知ることで、
進路選択の幅を広げ、ミスマッチを減らす狙いがあります。また、
多くの費用を掛けずに継続的な運営を目指す主旨から、近隣の企
業等、特に理学部卒業生を多く採用している官公庁や事業所にお
声がけをし、フォーラムへの参加を依頼しました。その結果、6
業種（①IT情報、②製造業、③食品・医薬、④地質、⑤金融機関、

⑥官公庁）の中堅大手30社から趣旨にご賛同いただきました。
これからは、年数回の『キャリアパスを考える会(進路選択支援）』

の開催、『科学・技術と社会』の講義等にフォーラム・メンバーか
らも参加頂くことで、より実践的な教育研究に力を入れていきます。

ダーウィンによれば『最も変化に適応したものが生き残る』
とのこと。経済や社会環境は近年大きく変化しており、企業等
の求める人材も、自ら課題解決できる創造的な能力を有した『人
物本位』の採用にシフトしています。自然科学分野における真
理探究という理学部の理念に加えて、実践的な教育研究にも力
を入れることで、学部に限らず大学院における学生のキャリア
パス(人生設計）にも適応できるような仕組みにすることで、就
職や進路選択にも有用となるでしょう。

活動としては緒に就いたばかりですが、3年後にはホップ・
ステップ・ジャンプで仕上げて、学生と先生方にも喜ばれる就
職&進路選択(キャリアパス）の支援を目指しています。今後と
も、ご支援ご協力のほど宜しくお願い致します。

（理学部就職・進路指導委員会委員長　宮下孝洋）

平成25年度卒業予定者の進路内定状況（平成26年２月末現在）
学　　科 進　学 公務員 企業等 教　員 その他 計

数 学 科 13 0 6 5 16 40
物 理 学 科 29 2 5 1 7 44
化 学 科 16 0 5 0 7 28
生 物 学 科 12 2 4 0 4 22
地 質 科 学 科 4 0 12 1 7 24
自然環境科学科 12 0 10 0 5 27

計 86 4 42 7 46 185

就職内定状況と就職活動支援等について

2013年の秋に、工藤学部長が国際組織委員を務める姉
妹校国際会議（ICNS）が本学で開催された。これまでの
ICNSは韓国と台湾で開かれ（「理学部は今」33号参照）、
日本での開催が3回目に当たる。今回の会議では、日本を
除く6か国から86名の外国人が参加し、本学をはじめと
する国内の教育研究機関からの参加者を合わせると、参加
者総数はこれまでで最も多い169名に達した。口頭発表
は数・物・化・生・地の5つの分科会に分かれ、総合教育
研究棟で同時に行われた。一方、分科会合同のポスター発
表と5件の基調講演は、2013年4月にリニューアルした
ばかりの中央図書館で行うことができた（写真１）。また、
初日に大学生協食堂で歓迎会、二日目に新潟駅近くのホテ
ルで懇親会、三日目はエクスカーションを兼ねた佐渡ヶ島
での会議も行われ、大いに親睦を深めることができた。本
会議の主たる目的は、大学院生の国際教育と共同研究を目
指した情報交換である。半分以上の発表が学生によるもの

で、発表時間以外でも学生同士が手振りと身振りを交えな
がら意見交換している姿をみると（写真２）、目的の半分
は達成されたと言えよう。参加した多くの学生は「異国で
研究している同世代の若者に接し大変刺激になった。」と
の感想をもった。今の世も、SNSに頼らない直接対話は
効果があるようだ。2015年台湾で開かれる第4回会議で
は、ICNSで芽生えた共同研究の成果を、もう一回り成長
した学生が発表することを期待したい。

（化学科　教授　生駒忠昭）

場所：新潟大学　　日程：平成25年10月12日～14日

本事業は3年目（最終年度）を迎えました。実施体制が
整備されて運営もスムーズに行われ、また一般市民への知
名度もアップしたことから小中高校生の参加・活動も非常
に良好に実施され、受講生研究発表会（3/9）を残すのみ
です。その後、3年間の事業成果をまとめ、事業報告を公
表します。

この3年間、社会貢献事業として、教職員の皆様には多
大なご負担をお掛けしました。一方、ＴＡ（学生・院生）
の方々には、指導力のキャリアーアップだけでなく、自身

の研究活動を見つめる良い機会になったのではないでしょ
うか。本事業で培われた
社会貢献のノウハウや、
小中高校生の研究活動へ
の支援の実績が、理学部
のこれからの社会連携事
業に生かされることを祈
念いたします。

「未来の科学者を育成する新潟プログラム」実施状況

ICNS2013の開催について

第 1 回受講生・指導者交流会（10/13）

写真 1 写真 2
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卒業生からのメッセージ

　右も左も全く分からないまま始まった大学生活、それがもう4年も
経ったのかと思うと、あっという間だったなと実感しています。入学早々
に一人暮らしの不安に襲われ、さらに、高校数学と大学数学との違いに
戸惑い、初めの1年間は、ただただ必死だったことを思い出します。
　2、3年生では、仲間と遊ぶ機会が増えたり、アルバイトを始めたり
して、新たな刺激を受けながら過ごすことができました。また、この頃
から疑問を解決するために、仲間と議論する機会も増えていきました。
議論を重ねていく中で、アイデアの伝え方や見方を変えて考える力を養
うことができました。
　4年生では、1つの問題を何時間、あるいは何日間考えることが多く
なりました。考え続けることはものすごく辛いことでしたが、ある時先
生がおっしゃっていた「本当に分かった時に見える世界が変わるよ」と
いう言葉を信じて考え続けました。小さな手がかりが積み重なり、分か
らなかった問題が解決した時は、何にも代えがたい喜びや達成感があり
ました。この経験を通して、特に忍耐力などの精神面を鍛えることがで
きました。

　この4年間楽しいことや辛いことなど様々な出来事がありましたが、
どれを取っても今の自分に繋がる良い経験ばかりで、本当に密度の濃い
時間を過ごすことができました。4月から大学院に進学しますが、4年
間で身につけたことを活かし、先生方のご指導の下、仲間と共に研究で
きることに感謝を忘れず、日々精進していきたいと思います。4年間あ
りがとうございました。そしてこれからもよろしくお願いします。

大学生活を振り返って	 数学科　石井 　透

　私はこの大学4年間で本当にさまざまな経験を積ませていただきまし
た。一年のころからインターンや短期留学、企画運営、ヒッチハイクな
ど、自分の興味のおもむくままに楽しい大学生活をおくらさせていただ
きました。その中で唯一の障害、きつかったものが本業である物理です。
私は子供のころから宇宙に興味があり、新潟大学の宇宙物理学が日本の
大学のトップ10に入るということを本で知って新潟大学の門を叩きま
した。しかし実際入ってみると数学、数学、数学の嵐。宇宙は好きだが
数学は嫌いだった自分にとって物理の授業は苦痛以外の何物でもありま
せんでした。本気で嫌になって大学を辞めようと思って物理に関連する
本をすべて売り払ったこともありました。大学生という身分をもう少し
利用したかったこともあり続けることにしましたが。その後、4年生に
なって研究室に配属されて自分のもっとも興味のあった一般相対性理論
について勉強し、少しずつ分かりだしていくにつれて、物理もちょっと
は面白い部分があるのかな、と感じるようになりました。そしてあると
き、子供のころ興味を持っていた部分が数式で導き出せ、そのことにと
てつもなく興奮し、研究中の先輩に思わず語ってしまったことがありま
した。まさか自分が物理でこんな興奮と感動を味わえるなんて思っても

いなかったので、学問の面白さを垣間見た思いでした。
　宿敵「物理学」に対する嫌悪感は拭えませんでしたが、私が大学生活
でここまでいろいろ経験させて頂けたのはそれを支えてくれた両親の支
援があるからであり、大学職員の方々がその基盤を作ってくれたからで
あり、最高の友人たちが行動を共にしてくれ、時に支えてくれたおかげ
です。この場を借りて心から感謝し申し上げます。ほんとうに、ほんと
うに、ありがとうございました。

宿敵「物理学」との戦い	 物理学科　西尾 友宏

　大学入学当初、高校時代に触れる機会の少なかった生物学関連の講義、
参考書ばかりに夢中になっていたことを覚えています。将来も生化学の
研究に傾倒していくのだと思い込んでいたあの頃は何処へやら、今現在
では物化系の研究室に所属し、分野特有の側面に惹かれ続けています。
先の事などわからないものだと、つくづく実感させられます。
　大学生活での4年間は実にあっという間に過ぎ去りました。今になっ
て振り返ると、辛い面もありましたが、悔いなくやって来られたと思い
ます。
　3年生までの時期は、興味の赴くままに広範な分野に触れられる貴重
な機会でした。時には他学科の関心のある専門科目にも手を伸ばし、そ
うやって得られた幅広い知識は、化学に限らず今現在の様々な物事に対
する考え方に大きく影響を与えてくれる大切な財産です。
　4年次になって、有機半導体の光物性の研究が始まりました。コスト、
機能性などの面から有機エレクトロニクスに対する期待が高まる昨今に
身を置く一人として、学部生ながらその発展に貢献できればと強く思う
ようになりました。好奇心や向上心が高まる反面、挫折感を多く感じさ
せられる1年間でもありました。良い実験結果が得られない、ゼミでの
発表が思い通りにいかずにやるせなく思うことはよくありました。その

都度、何故上手くいかないのかを深く考えさせられ、時には研究室の先
生や先輩、同級生と幾度も議論を重ねもしました。研究活動を通して直
面した困難は辛いものではありましたが、その一つ一つを乗り越えて今
があるという事実は、私の自信に繋がっています。
　私の研究活動は大学院生として、これからもこの新潟大学で続いてい
きます。今後の研究を通して、より良い価値観を築けたらと思っていま
す。最後に、4年間の大学生活でお世話になりました先生方、先輩方、
友人、家族に感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

4年間を振り返って	 化学科　内田 　賢
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　卒業を間近に控えて大学生活の4年間を振り返ってみると、公私共に
充実していた4年間でした。友人たちと共に夜遅くまでレポートやテス
ト勉強をしたり、入学当初から上級生・院生の方と共に遠隔地へ出かけ
たりしたことはいい思い出です。
　地質科学科へ入学して最初は、野外での地層の調査に慣れず、戸惑っ
たものでした。しかし、いつの頃からか野外の調査に慣れ、暑い夏の日
差しの中や初冬の厳しい寒さの中でも調査ができるようになっていまし
た。そのように成長できたのも、新潟大学地質科学科独特のカリキュラ
ムがあったからこそだと私は思います。
　1年生には先輩の方々と3 ヶ月間に及ぶ準備の元、秋葉区の金津地域
で ｢日曜地学ハイキング｣ を行い、一般の方に地質に触れ合っていただ
きました。2年生には西南日本の地質を1週間程度調査する「大巡検」、
3年生には夏休み期間を利用して単独での野外調査をする「進級論文」
を行うことで、計画の立案・実行能力を身につけました。特に「進級論

文」では夏の暑い最中に調査を行うため、気温、昆虫、生い茂る植物な
ど忍耐を強いられることもしばしばでした。
　そんな中、人とのつながりに助けられたことが多々ありました。特に
教官や上級生の皆様、同期の友人たちにはいつも助けてもらいました。
いろいろとわからない事、至らないところがたくさんある私を、いつも
周囲の方々がフォローしてくれました。公私ともに支えてくださった皆
様に本当に感謝しています。
　卒業後は新潟を離れ社会人として新た
な生活が始まりますが、培った事、助け
られたことを忘れずに励んでいきます。
最後に、大学生活をすごす環境を整えて
くれた両親に深い感謝を表すとともに、
講義・実習・研究指導でお世話になりま
した教員の方々に厚く御礼申し上げます。

地質科での生活を振り返って	 地質科学科　山本 大寛

　４年という月日はとても早いもので、入学した日がついこの前のこと
のように感じられます。これまで経験したどの4年よりも早く過ぎ、多
くの人との関わり、悩み、考え、そしてたくさんの新しい発見があった
４年間でした。それだけ充実していたのだと自負しています。
　この学科での最初の思い出は、入学前に開催された全学の新入生交流
会が行われた日です。終了時に学科の先輩が会場に足を運んでくださり、
同じ新入生の２人を学科の学生室に連れ、そこに居た先輩方を紹介して
くれたのです。緊張しながらも、気さくで優しい先輩方を目の前にしてホッ
としたことが印象深い思い出です。このエピソードにも表されるように、
私の学科は、学年同士の横の繋がりだけでなく、学年を越えた縦の繋が
りも深いのが特徴です。私は、この“人との繋がりから得たもの”がこの４
年間での財産だと思っています。人との繋がりが新しい人との繋がりを呼
び、色々な人と接することで色々な考え方を知り、それが新しい発見や
知識に繋がり、自身の成長に繋がる、と今は考えることができています。
　その繋がりを生んでいるイベントが毎年数回行われ、その企画に携
わったことも良い経験でした。私たちの学年では、全く新しい形のイベ
ントを企画し、困難の連続でした。企画は希望者が集まって行うため、
正直、「なんでこんな大変なことをわざわざやっているのだろう。」と思
うことはしばしばありました。しかし、全ては皆に楽しんでもらいたい、
期待に応えたいという気持ちで、友人と励まし合いながらやり遂げた時
の達成感は何にも代えがたいものでした。この経験を味わうことができ
たのもこの学科とこの仲間がいたからこそだと思っています。
　また、就職活動を経験したことは、今まで知らなかった新しい自分を

知る良い機会でした。自分をどうアピールしていいか分からず悩んでい
ると、友人が「他己分析会を兼ねた鍋をしよう！」と誘ってくれ、とて
も新鮮な場を作ってくれました。一人ずつ良い所や悪い所を言い合い、
自分は友人にこう見られ、こう評価してくれていたのかと、恥ずかしい
反面、嬉しく心が温かくなりました。このように、悩んでいるとそれを
笑顔に変えてくれる仲間、一緒に頑張ろうとしてくれる仲間がいたこと
は、私にとっていつも心強かったです。
　４年生になると研究室に配属となり、自分で考え、自分で解き進める
難しさに奮闘しました。研究は自分の思い通りにできる反面、自分のや
ることに今までとは違った形で責任をもつということが、私にとっては大
変なことでした。うまくいかない場合は、何が原因でどう工夫すればい
いのか、１つ結果がでたら次はどうしたらいいのか、どう説明したら分か
りやすく伝わるのか。「考える」「伝える」難しさを実感して、それが楽し
さへと変わった時、研究という楽しさが分かった瞬間だったと思います。
　最後に、時に厳しく、熱心に指導してくださった先生方。何でも教え
てくれてかわいがってくださった先輩。いつも元気と癒しをくれ、時に
は頼れる後輩。個性豊かで一緒に馬鹿がで
きる同期。そして、いつも温かく見守って
くれて好きにやらせてくれた両親。関わっ
てくださった全ての人に感謝したいです。
すばらしい経験と仲間を得たこの４年間を
糧にして、学んだことを社会人生活に活か
してさらに自分を成長させていきたいです。

4年間で得た“繋がり”	 自然環境科学科　高橋 夏来

　大学生としての4年間があっという間に過ぎ、卒業が目の前まで迫っ
ています。大学生活は本当に自由でした。自分の中で何かしたいという
思いがあったためさまざまな事に挑戦しました。その一部を紹介します!
　まずは、1年次に高校生のころから目標にしていたスキーの全国学生
大会で優勝することができました。自己管理しながら目標に向かって努
力することの難しさ、そして、自分の可能性の大きさに気付かされまし
た。また、アルバイトでは学生を集めて派遣する仕事をしていました。
1回の仕事で200人もの学生を集ることもあり、友達が友達にと情報が
広まったおかげで仕事を成功することができました。それぞれの立場の
人が与えられた仕事をすることの大切さや小さな力でも社会貢献できる
ことがわかりました。
　勉学は学科の仲間だけでなく他学部の友人に支えられてきました。3
年次までは、専門の生物学だけでなく、副専攻と教職の単位取得を目指
しました。副専攻の「会計学」では経済学部の友人を作り、一緒に勉強
したことで検定に合格することができました。4年次は課題研究と就職

活動を同時並行していました。自分が思ったようなところから内定が出
るか不安でしたが、学科の仲間の応援のおかげで乗り切ることができま
した。
　振り返ってみると、本当に忙しい毎日を過ごしてきたような気がしま
す。大学生活は楽しく過ごすのもつまらなくしてしまうのも、その人次
第です。楽しいことだけでなく責任重大な任務を任され大変なこともあ
りましたが、さまざまな経
験ができるチャンスを与え
てくれた方々に感謝してい
ます。
　4月から社会人になりま
す。大学生活で得た事を忘
れずに、自分らしく頑張っ
ていきたいと思います。

四年間を振り返って	 生物学科　平賀 あゆみ
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　昭和42年春、私は、新潟大学理学部数学科入学のため、埼玉県から
やって来ました。その時が、私と新潟、新潟大学、そして理学部数学科
との関わりの始まりでした。昭和46年数学科卒業と同時に一時新潟を
離れましたが、幸運にも、昭和48年に新潟大学教養部助手として採用
され、新潟に戻ることができました。以来現在まで、新潟大学で教員と
して働くことができました。学生として4年間、教員として41年間、あっ
という間でしたが、思えば、私の人生の多くが新潟大学での生活でした。
教養部では主に1年生対象の授業を行いました。教養部の授業は全学部
が対象で毎年多数の学生さんに対して、幅広く色々な内容の授業を担当
しました。私が採用されたころから、総合科目や境界分野ということが
言われるようになり、数学の他、数学に関連した総合科目の授業も担当
しました。
　平成6年3月教養部が廃止され、4月より理学部に配置換えになりま
した。理学部では、教養部時代とは対照的に、主に数学科向けで、少な
い学生さんを対象として身近な感覚での授業を行いました。4年生の卒
業ゼミや大学院学生とのゼミは、長時間におよぶこともあり、密度の濃

い教育に携わることもできました。他方、そのような中でも、理学部共
通科目や副専攻科目の担当もあり、数学科以外の学生さんとも接する機
会はありました。
　私の専門は数学で、研究分野は代数的整数論でした。類体論を主な道
具として、イデアル類群の研究を行っ
てきました。
　今、この45年間の新潟での生活を
振り返ってみると、あっという間に感
じますが、また色々思い出してみると
本当に多くの楽しいことがありまし
た。私にとって大変充実した期間でし
た。どうも有り難うございました。こ
れからは、新潟大学のOBの一人とし
て、新潟大学、そして理学部を応援し
ていきたいと思います。

新潟大学での生活	 数学科　教授　竹内 照雄

　2000年4月 に 四 国 の
愛媛から新潟の地に着任
してきました。世紀の変
わり目の日を新潟の地で
迎えたことを今のように
記憶しています。この14
年間新潟大学理学部で素
粒子理論の研究に取り組
みながら、学生、教職員

のみなさんとともに楽しく過ごすことができました。本当に、私にとっ
て黄金の日々でありました。素晴らしい学生たち、すぐれた教職員の
方々、新潟大学には多くの珠玉があります。
　しかし、この間、社会の状況は大きく変化してきました。大学の法人
化によって高等教育の在り方は大きく変わりつつあります。それでも、
理学という学問の本質は変わるものではありません。何百年もかけて
育った学問の根が変わることはないのです。それを新しい世代にどのよ

うな形で引き継ぐか若い世代は心を砕いて欲しいと思います。
　ノーベル賞受賞の小林さん、益川さんを育てた坂田昌一は、「歴史の
忘却」は害悪であると見抜きました。これまで積み重ねてきた人々の知
恵をもう一度振り返り、その知恵から学び先にすすむ他はないのでしょ
う。これまでの社会の失敗と成功、人の社会の貴重な教訓を学ぶことが
できなければ再び社会は不幸になります。これは古代からの戒めでもあ
ります。「過去に目を閉ざす者は結局のところ現在にも盲目となる。」、
ヴァイツゼッカー元大統領の「荒れ野の40年」を思い起こします。
　私自身のことで言えば、素粒子物理学の世界に入って40年余りが経
過しました。この40年は素粒子の標準理論の創成期、成熟期でもあり
ました。2012年の7月、ヒッグス粒子が発見されたことで標準理論の
完結期となりましたが、それは標準理論のみごとさを見せつけると同時
に、その彼方にある物理を微かにしか窺わせないものです。自然は老獪
であることをまざまざと見せつけています。人の知恵はいまだ自然には
敵わないのでしょう。私なりの40年を振り返りつつ、つきない道をす
すむ若い世代と自分自身を鼓舞する日々を過ごしたいと思います。

素粒子の40年	 物理学科　教授　谷本 盛光

　学部学生、院生、ポスドク、助手、助教授、教授と、身分が変わるた
びに新しい大学・研究所に異動し、全部で9か所を遍歴してきました。
長い曲がりくねった道を歩いてきたと言えましょう。2000年に新潟大
学に着任したときは、ようやく終の住処を得たという心地がしたもので
す。所属が変わるたびにその場にふさわしい仕事をすることが求められ
たので、これまでの研究テーマは多岐にわたります。そのため、一つの
分野で道を究めるというわけにはいきませんでしたが、広範囲な分野で
の研究を楽しむことができました。様々な研究テーマとはいえ、植物の
発生、生理活性物質、環境制御というキーワードは一貫し、本学では花
成研究に専念しました。当初の目標は幻の花成誘導ホルモン、フロリゲ
ンの発見でした。これは、仮説の提唱から70年ほどの間数多の植物学
者、天然物有機化学者が挑み、そして失敗してきた、研究者人生を棒に
振りかねない困難なテーマでした。私も思わしい成果を得られぬまま、
2005年に意外な結果が報告されて世界中が騒然となる中、このテーマ
はついに放棄しました。その一方で、花成はエピジェネティックな制御
を受けること、ストレスによっても誘導されることを見いだし、残され

た時間を意識するようになってからはストレスに集中しました。初期の
頃は、ストレス応答花成という演題で学会発表すると、そんな言葉があ
るのかという批判的な意見が出たものですが、今では、他の研究者も私
たちの論文を引用して、この用語を使うようになりました。ストレス応
答花成という概念を世に認知させたいとの思いは達成できたので、安心
して退職できます。新大での仕事はほとんど学生・院生に実験してもらっ
たものです。彼らには感
謝するとともに、誇らし
くも思います。彼らをは
じめ14年間の新潟生活の
中で送り迎えしてきた多
くの人々を懐かしく思い、
その幸いを祈りつつ、私
も再び新しい道に踏み出
します。

大道長安に透る	 生物学科　教授　和田清俊
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　昨年12月に地質科学科に着任いたしま

した高橋俊郎です。神奈川県横須賀市にあ

る海洋研究開発機構より赴任してきました。

どうぞよろしくお願いします。

　日本の地質構造を東西で分断する糸魚川

静岡構造線（フォッサマグナ）が通る糸魚

川市で育った所為なのか、地質に興味を持

ち、2002年に新潟大学で学位を取得しま

した。十数年ぶりの新潟に懐かしさを感じ

る反面、在学当時と大きく違う景色もあり

時間の流れを感じています。

　私の専門は火山岩岩石学です。火山岩と

は地下深部から上昇してきた高温のマグマ

が地表で冷えて固まった岩石です。それを

調査することでマグマが何処で?どのように

して?形成されたのかを研究しています。ま

た、火山岩からは貴重な地球深部の情報が

得られることから、例えば地球内部の科学

組成を知る上で重要な研究分野でもありま

す。

　新潟大学では、精力的に研究に取組むと

共に、次世代を担う人材の育成に努めて行

きたいと考えています。

地質科学科

准教授
高橋 俊郎

　平成25年11月1日付で化学科に着任い

たしました中馬吉郎（ちゅうまん　よしろ

う）です。私は九州大学で博士取得後、米

国NIHにて発がん機構に関する研究に従事

しました。その後、北海道大学にて助手・

助教として研究と教育に携わってきました。

新潟での生活は今回が初めてですが、自然

豊かで研究活動も盛んな新潟大学に着任し、

非常に胸が高鳴っております。

　私の専門分野は生化学です。生化学は生

命現象を化学反応の集積として捉え、分子

レベルで解析する学問です。昨今の生命現

象を対象とした研究は、理学、医学、工学

など分野横断的な広がりを見せるとともに、

実用化への応用が急激に展開されています

が、生化学は生命現象を理解する上での基

礎・基盤であり、イノベーションの根本で

あるといえます。近代日本でいち早く開港

し、世界へ向けて情報を発信したこの新潟

の地で、ユニークかつ独創的な研究を目指

すとともに国際的視野を持った人材育成に

も全力で取り組んできたいと思っています。

化学科

准教授
中馬 吉郎

　昨年9月に自然環境科学科に着任しまし
た藤村衡至です。トトロの森として今も武
蔵野の自然が残る埼玉で育ち、高校から大
学院まで東京と神奈川で過ごしました。大
学院修了後、アメリカの首都ワシントンDC
近郊で2年半、再び東京で2年半過ごした後、
このたび新潟にやって参りました。
　私の専門は進化発生学と呼ばれる分野で
す。比較形態学や比較発生学などの分野は
古くからあるのですが、科学技術が進歩し
遺伝子レベルの解析が可能となったため、
改めて生き物の発生から進化を見直そうと
いう分野です。
　熱帯魚を使って形態の多様性がどのよう
に生じているのか研究しています。生き物
の体は受精卵の1細胞から細胞分裂し徐々
に形作られるわけですが、その過程で設計
図であるゲノム情報に従って遺伝子の発現
が時間的に空間的に複雑に制御され、さま
ざまな細胞が移動したり分化したりしなが
ら形成されていきます。種によってゲノム
情報が異なり、多様な形態が形成されてい
ると考えられていますが、その詳細はほと
んどわかっていません。私は、形態進化と
ゲノム進化の関係性について明らかにして
いきたいと考えています。
　研究活動や授業など諸活動を通じて、学
科や学部の皆様にお世話になりながら、い
ろいろ学んでいきたいと思っています。ど
うぞよろしくお願い致します。

自然環境科学科

助教
藤村 衡至

　平成７年から19年間、佐渡の
理学部附属臨海実験所にお世話
になりました。佐渡に来るまで
の14年間を京都大学霊長類研究
所でサルを相手に過ごし、それか
ら現職場に教授（所長併任）とし
て赴任しました。臨海実験所で
は、脊椎動物の進化の最初期に出
現して今も生き延びているヌタウ
ナギを材料に「脊椎動物の生殖内
分泌系の進化」を研究してきまし

た。『若い頃は出来るだけ進化段階の高い動物を研究しなさい。そうし
て、高度に発達した体のしくみを理解したら、今度はできるだけ下等な
動物を研究しなさい。そうすると、生物現象の一般性と歴史性、そし
てその動物のもつ特殊性がみえてくる』というのが、比較内分泌学と

いう学問分野を設立した私の先生の教えです。私はその教えを忠実に
実行した生徒ということになります。臨海実験所での教育・研究の標
語は「Study nature, not books」と「Nothing in biology makes 
sense except in the light of evolution」の二つで、臨海実習では、
できるだけ現場で生き物を観察することに留意してきました。臨海実
験所は平成25年に文部科学省の教育関係共同利用拠点に認定されまし
た。夏季の繁忙期には　本学ばかりでなく、他大学の臨海実習もいくつ
も開講されており、多忙をきわめています。さらに、佐渡にある本学の
森（農学部附属フィールドセンター・佐渡ステーション＝演習林）、里

（朱鷺自然再生学研究センター）、海（臨海実験所）の３施設と佐渡市の
連携による森里海を結ぶ生態循環系の高度な知識をもった人材育成や海
洋教育の指導者育成のための教育も推進しています。平成７年に着任し
た当時の臨海実験所は、学内外の利用もほとんどなく、教育研究環境も
劣悪であったことを思い起こすと隔世の感があります。臨海実験所と理
学部のさらなる発展を楽しみにしています。

新潟大学を退職するにあたり	 理学部附属臨海実験所　野崎 眞澄
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これからの
行事予定

学科ニュース
　昨年の秋、物理学教室の谷本盛光教授
が、『素粒子の世代構造と新しい対称性の
探求』により、新潟日報文化賞を受賞され

ました。谷本先生は、自然科学系学系長などの要職をご歴任されつつ、
研究室の学生たちとの共同研究を含む多くの研究成果をあげられまし
た。年が明けた1月、受賞記念講演会が開催されましたので、谷本先生
のご研究について、講演会のパンフレットから引用いたします。
　『自然界を構成する素粒子は、2種類のクォーク、電子、ニュートリノ
ですが、このセットに加え、コピーが2セット存在することが実験でわ
かっています。3つのセットは世代という概念で区別されています。こ
の研究では、3世代が対称性という数
学的手法で関係づけられることを明ら
かにし、素粒子研究にインパクトを与
えています。
　長年、物理学教室の要（かなめ）で
あられた谷本先生も、この3月末日に
ご定年を迎えられます。

物理学科

3月24日（火）　卒業式・卒業祝賀会
3月28日（金）　理学部後援会理事会
4月 7日（月）　入学式・理学部後援会総会

4月11日（金）　第1学期授業開始
4月19日（土）　黎明祭

　今年度3月をもちまして、我々生物学科
の和田清俊先生が、そして生物学科と協力
関係にある理学部附属臨海実験所の野崎

眞澄先生が定年退職されます。両先生とも、長年にわたり教育と研究の
両面でご活躍されて参りました。生物学科一同、深く御礼申し上げたい
と思います。両先生の今後のご健勝とご活躍をお祈り致します。
　平成26年2月12日に平成25年度の大学院自然科学研究科博士前期課
程基礎生命科学コースの学位論文発表会、2月14日に理学部生物学科の
課題研究発表会（卒研発表会）がそれぞれ開催されました。修士2年生
13名、4年生23名がこれまでの研究
成果について、多くの聴衆を前に口頭
で立派な発表を行いました。その様子
から、各人の成長を見て取ることがで
きました。これから就職・進学とそれ
ぞれの新しい道に進んでいくことにな
りますが、生物学科教職員一同、皆さ
んの益々の活躍をお祈りしています。

生物学科

　当学科では課題研究の発表会を例

年2日に分けて行っています。今年

度は2月13日（木）に口頭発表を、

15日（土）にポスター発表をおこないました。このような形式にして

いる理由は、ポスター発表を土、もしくは日曜日にすることで、父兄を

含む一般の方々の参加を促し、4年生が1年間苦労して出した成果を広

く知っていただきたいという意図があるからです。宣伝不足のためか残

念ながら外部からの参加者は年々減少していっています。今年は10名

弱の参加にとどまりました。一方で、今年は1 ～ 3年生の参加が多かっ

たように感じます。口頭発表、ポスター発表の会場では、参加者数には

関係なく、 1年間の成果を伝えるべく張り切っている4年生の姿が印象

的でした。高橋学科長の激励の言葉の通り「新潟大学を卒業したという

誇りを持って」これからも活躍されることを期待しています。

　今回は、学生との対話集会と竹内照雄
教授の最終講義について報告します。
　12月から1月にかけて、各学年ごとに、
教員と学生との対話集会を行いました。

授業に関して、低学年では早く専門的な内容の勉強を始めたい希望があ
り、学年が上がると4年で行うゼミや卒業後の進学就職との関わりが気
になってくるようです。1年生からは、他大学のカリキュラム編成と比
較しての要望も出されました。図書館など大学の施設を利用する際に、
時間制限を緩めてもっと自由に使えるようにして欲しい。2年生からは、
授業が難しいとの感想がありました。他には施設設備に関する便利さを
求める要望もありました。これらの意見や要望は、学科運営の改善に参
考になります。
　2月10日には、今年度で定年退職する竹内照雄教授の最終講義が、大
勢の方々にご来場いただき行われました。学
生時代の4年間と新潟大学着任後の41年間
を振り返って、お話しくださいました。お話
から、数学科の中の情報教育の導入から現在
の教育環境整備まで多大な貢献をなされたこ
とを改めて知りました。ご功労に敬意を表し
今後のご健勝とご発展をお祈りします。

数 学 科

　本年度後期の化学科ニュースをお伝え
します。まず、11月に有機・生化学分野
の中馬吉郎准教授が化学科に着任されま

した。新聞等にも掲載されたニュースですが、9月18日に新川漁港内で
発生した事故において人命救助に人力された化学科3年生の石田幸蒔さ
んに対して、10月21日に理学部長表彰が行われました(写真)。勇気あ
る行動は学生の模範となるものです。詳細は理学部HPをご覧ください。
10月12日には第3回ICNSと同時開催でグリーンケミストリー連携シ
ンポジウムが行われました。国内、
国外1名ずつの外部研究者の方に
最新の研究成果を発表していただ
きました。
　現在化学科では4年生の卒業研
究のまとめの時期に入っています。
他学科からは少し遅れますが、3
月初旬には各分野に分かれて卒業
論文発表会が行われる予定です。

化 学 科

　地質科学科では、1年の締めくくり
の定期試験や卒論発表会も終わり、春
を迎えようとしています。2月3、4日

の2日間にわたって終日行われた卒論発表会は、4年生の卒業試験とい
う位置づけで、学科の年間最大の行事です。発表者はスーツ姿で大勢の
教員・学生の前で20分間、1年間の専門的な研究の成果を披露し、その
後10分間の質疑を受けます。この経験を積んだ卒業生は各地に巣立っ
ていき、社会でおおいに活躍してくれることでしょう。
　地質科学科は、昨年中に2人の新任教員を迎えました。鉱物学の教授・
小西博巳と、岩石学の准教授・高橋俊郎です。4月にはさらに2人の教
員が加わる予定で、この4、5年の間に、教員の世代交代が一気に進み
ました。新しい時代を担う若い世代の教育に、この教員集団で能力を尽
くしたいと思います。引き続き保護者の皆様のご理解ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

自然環境科学科地質科学科

修論発表後の記念撮影
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